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明確な根拠に欠ける。   
このように，前川恒堆氏や『市民の図書館』の  
考え方とは異なる考え方が提起されたのである。  
6．読香車内の現状   












応援者が出る態勢がある」は45．3‰「時間が許   







（1）貸出・返却や配架の際の質問   
貸出サービスの経験から，利用者は貸出・返却  
や配架の際に質問することが指摘された。  
・貸出カウンターでの貸出・返却手続きの際は，   
利用者も職員も話しかけやすいため，質問を受   
けたり，資料を案内したりすることが多い。  
・貸出カウンターでの利用者への挨拶などが利用   
者との問に親密感をもたらし，質問しやすい雰   
囲気を形づくっていると考えられている。  
・利用経験の少ない人は貸出カウンターよりも配   
架の際に質問する傾向がある。  




・読書案内デスクを置くよりも書架整理をしてい   
るふりをして開架フロアを巡回するほうが利用   
者は質問しやすく効果的であるため，積極的に   
フロアに出かける。  
・貸出カウンターは利用者と職員を遠ざけるた   
め，高さや大きさは最小限とし，書架案内のた   
めに開架フロアに出やすい構造にする3幻。  
・貸出カウンターに常に1人，資料をよく知り専   
門的な知識と経験をもった職員を置いて読書案   
内係にあて，カウンターを離れられるように応  








である。   
わが国の公共図書館では読書案内ほ本格的には  
位置づけられていないことがわかる。  





・リクエストを受け付け探索する作業は十分行わ   
れていない。  
・その場ではリクエストカードを受け取るだけで，   
検索や書架の調査は後日になる図書館が多い。  
・最終章任者の決まっていない図書館が多い。  




・「貸出しカード探しや，ライトペンなぞりに忙   
しい貸出し・返却デスクでは，相談のために気   
軽に声をかけるのがためらわれるものである」   
（建築家，1986年）38）  
・「利用者は，貸出業務を主に行っているメイン   
カウンターで，エプロンを掛けて忙しそうにし   
ている人にものを尋ねにくいのである」（研究   
者，1990年）39）  


























①職員は貸出で忙しいため，消極的な性格の利用   
者は質問しにくい。  
②質問内容が貸出カウンターの前にできる列の後   
の利用者に聞こえるため，プライバシーが守ら   
れず，利用者は質問しにくい。  
③貸出カウンターに非常勤・臨時職員が配置され   
ているため，質問に答えられない職員がいる。   
外見上区別できない場合が多く，利用者はどの   
職員にたずねてよいかわからない。  
④職員の間では配架作業中に質問が多いことが重   
視されているが，それは書架の周辺が利用者が   
資料を探している場所だからである。配架作業   
は常時行われるわけではないため，この方法で   
は利用者と職員の出会いは保障されない。  
⑤職員の問では日常の挨拶による利用者との信頼   
関係が重視されているが，サービスの提供を明   
示しその職能に対し信頼を得ることのはうがよ   
り重要である。信頼関係が必要であるとすると，   
新規利用者は質問できないことになる。  
⑥貸出作業と読書案内は性格の異なる業務で，同   
じ場所で同じ職員が行うのは困難である。読書   
案内は十分時間をかけて行うべきである。同じ   
場所で同じ職員が行なった場合，作業が交錯し，   
利用者を待たせる上に，双方の業務の信頼性と   
能率が低下する。   
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でも十分答えていると考えがちである。  
③貸出カウ・ンターが図書館の中心にあるため，貸   
出作業をサービスの中心と考えがちである。  
④『市民の図書館』の読書案内をレファレンス・   
サービスと見なし，先送りしがちである。  
⑤読書案内を行うには職員の経験が不足している   
ため，取り組みを避ける。  
⑥職員の平等意識のため，専門的な仕事に取り組   
もうとしない。  
⑦貸出カウンターを援助する非常勤・臨時職員の   
採用が制度上困難である。  
⑧行政改革によって貸出が批判されたため，貸出   
の内容を分析することがタブーになっている。  
⑨専門性立証の手段として職務分析が有効である   
が，日本の図書館界では職務分析に批判的であっ   
たため，貸出業務の分析ができない。  
⑬利用者調査の学習・研究が不足しているため，   

















8．結論   





案内デスクは，貸出カウンターの現状に固執する   
⑦読書案内が，専用デスク，担当職員，サイン等   
はっきり目に見える形で行われていないため，   
利用者や行政関係者に認識されず，図書館のレ   
ファレンス機能や図書館員の専門性が利用者や   
行政関係者に理解されず評価されていない。  
⑧貸出という用語に，読書案内を含む貸出サービ   
ス，貸出作業の二つの意味があるため，議論の   
混乱を招いている。前川恒雄氏は読書案内を含   
む貸出サービスの重要性を指摘しているのに，   
図書館界では司書が貸出作業を行うことが重要   
であると受けとめがちである。  




























①貸出作業の業務量が多く貸出作業に優先的に職   
員を配置するため，他の業務に手が回らない。  
②貸出カウンターでの質問回答の印象から，現状  
亜♂ 同 番 館 雑 誌1994．7．   












・貸出カウンターに読書案内を明示したサインを   
置き，常に貸出担当者に経験豊かな職員（でき   
れば専門職員）を1人以上配置して，担当者の   
氏名を明示しておく。  
・貸出で混雑しているときに利用者の質問があっ   
た場合，質問に対応できるように貸出作業に応   
援を出す態勢を作っておく。  
・貸出カウンターの近くに相談用のデスク（無人）   
を置き，質問があった場合は，利用者をそこに   
案内し，職員が相談に応ずる。  
②読書案内デスクと職員の配置（貸出カウンター   
の近く）  
・貸出カウンターの近くに，読書案内用のデスク   
を置いて，読書案内を明示したサインと経験豊   
かな専門職員を必ず1人以上配置して，担当者   
の氏名を明示し，質問に答える。  
③読書案内デスクと貸出カウンターの分離  
・開架フロアの中心に読書案内用のデスクを置   
き，読書案内を明示したサインと経験豊かな専   
門職員の担当者を配置して，担当者の氏名を明   
示し，質問に答える。貸出・返却カウンターほ   
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求められているのである。   
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